
















目 的 

 母親と子どもの心理的な距離は,母親と子どもとの空間的な距離のとり方に投影される

と考えられ。例えば子どもとの分離のできない母親は,常に子どものそばに居ようとするだ

ろう。また逆に,子どもに対し拒否的な感情を強くもつ母親は,子どもとの間に広い空間的

距離をとると考えられる。 

 そこで,この研究では,子どもの年令により距離のとり方の違いがあるか,母と子の向き

合う位置と母子間の距離,母性同一性と母子間の距離の関係についてみようとした。 

 母性同一性の形成は,妊娠による身体的変化を容体化し受容してゆく過程の中でなされ

ると考えられる。その過程にかかわる要因として,妊婦自体の特質や妊婦をとりまく環境の

影響などがあげられるであろう。 

 本研究では,妊娠による身体的変化の受容度と妊娠に対する意識的・無意識的感情の表出

との関連,および妊娠期の経過に伴う意識的・無意識的感情の変化について検討を行なう。 

結婚前から出産後数年を経過するまで,妊娠,出産を契機として母性意識がどのように変化

するかを明らかにするとともに,夫や結婚生活,実の両親との関係・妊娠や出産への感情な

どと母性意識との関係について検討する。 


